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　８月26日「愛媛県総合防災訓練」が開催され、災害への
対応や各機関との連携を確認しました。久万高原町では、
令和４年12月の大雪災害を教訓に、町内で発生しうる災害
への対応訓練を実施し、高校生防災士も避難所運営に携
わりました。「災害は忘れたころにやってくる」は、「災害
は忘れる前にやってくる」に変わってきています。災害に
備えるため、本訓練を活かし、災害対応への強化に努めて
いきます。
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
8
月
25
日（
木
）
午

後
4
時
30
分
か
ら
愛
媛
県
自
治
会
館
2
階

会
議
室
で
「
第
3
回
全
員
連
絡
会
」
を
開

催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
8
町
長
が
出
席
し
た
。

【
第
3
回
全
員
連
絡
会
】

₁　

開　

会

₂　

会
長
あ
い
さ
つ

₃　

議
長
選
出

₄　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

₅　

報
告
事
項

　

⑴　

全
国
町
村
会
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

⑵　

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

（
自
治
労
連
）愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要

請
書
に
つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
が
報
告
し
、
一
同

了
承
し
た
。

₆　

協
議
事
項

　

⑴　

県
・
町
連
携
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納

税
増
加
策
に
つ
い
て

　
　
　

県
総
務
部
の
菅
部
長
及
び
県
市
町

振
興
課
の
知
念
課
長
か
ら
の
説
明
が

あ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
要

望
書
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
決
定

し
、
愛
媛
県
知
事
へ
要
望
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

⑵　

町
長
海
外
行
政
調
査
（
韓
国
）
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
長
か
ら
の
説
明
の
後
、
フ

ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
武
市
支
店

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
っ
た
。

異
議
な
く
、
一
同
了
承
し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
議
案
の
審
議
等
を
終
了

し
、
閉
会
し
た
。

 

第
３
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

　
　
愛
媛
県
町
村
会

河野会長
（久万高原町長）

令
和
５
年
度

　

第
1
回
議
員
研
修
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
令
和
5

年
度
第
1
回
議
員
研
修
会
を
、
8
月
4
日

（
金
）に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

松
山
に
て
町
議
会
議
員
ら
1
2
0
名
の
出

席
の
下
、
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

研
修
会
は
、
三
谷
会
長
（
砥
部
町
議
長
）

が
開
会
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
の
ち
、
研
修

に
入
り
、
講
師
か
ら
の
講
演
を
聴
講
し
た

後
、
午
後
16
時
55
分
に
加
藤
監
事
（
松
野

町
議
長
）
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
終
了
し
た
。

１　

会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

三
谷　

喜
好

　
　
　
　
　
　
　
（
砥
部
町
議
会
議
長
）

₂　

演
題
及
び
講
師

　
　
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
入
門
～
議
会
の
Ｄ
Ｘ
」

　
　

愛
媛
県
市
町
Ｄ
Ｘ
推
進
統
括
責
任
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

直
敏　

氏

　
　
「
議
員
報
酬
・
政
務
活
動
費
の

�

充
実
に
向
け
た
論
点
と
手
続
き
」

　
　

大
正
大
学

　
　

社
会
共
生
学
部
公
共
政
策
学
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
藤　

俊
昭　

氏
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愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
8
月
3

日（
木
）
自
治
会
館
に
て
「
令
和
5
年
度
第

1
回
全
員
協
議
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
8
町
議
会
議
長
が
出

席
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

三
谷
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
砥
部
町
議
長
）

₃　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　

以
上
の
2
点
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

一
括
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

₄　

協　

議

　

⑴　

今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

第
１
回
全
員
協
議
会
を
開
催

        

優
良
議
会
に 

久
万
高
原
町
議
会
を
推
薦

県
町
村
議
会
議
長
会

　
　

①　

令
和
5
年
度
第
1
回
町
議
会
議

員
研
修
会

　
　

②　

令
和
5
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会

　
　

③　

第
61
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施

要
領
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
一
同

了
承
し
た
。

　

⑵　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
町
村
議
会

表
彰
に
つ
い
て

第61回四国地区町村議会議長会研修会開催概要

１　主　催　四国地区町村議会議長会
　　　　　　　（当番：徳島県町村議会議長会）
２　開催日　令和５年10月13日（金）
　　　　　　午後１時～午後４時35分（予定）
３　会　場　ＪＲホテルクレメント徳島
　　　　　　　４階「クレメントホール」
　　　　　　　徳島市寺島本町西1丁目61番地
　　　　　　	 　℡	088-656-3111
４　表　彰　四国地区町村議会議長会表彰
　　　　　　　　四国地区町村議会議長会表彰規程に基づ

いて、町村議会議員として在職19年以上で
功労のあった者を所属町村議会議長の推薦
により表彰する。

５　日　程
　　　12:30～13:00　受付
　　　13:00～13:20　開会あいさつ
　　　　　　　　　　　（四国地区町村議会議長会会長）
　　　　　　　　　　四国地区町村議会議長会表彰
　　　13:20～14:50
　　　　講演１
　　　　　演題：「岸田政権の行方～政局展望～」
　　　　　講師：共同通信社編集委員兼論説委員
	 　久　江　雅　彦　氏
　　　14:50～15:00　休憩
　　　15:00～16:30
　　　　講演２
　　　　　演題：「今から本気で向き合う、体と食事のこと」
　　　　　講師：料理研究家・食プロデューサー
	 　　浜　内　千　波　氏
　　　16:30～16:35　閉会あいさつ
　　　　　　　　　　　（香川県町村議会議長会会長）
６　出席対象者
　　　町村議会議長、副議長、議員、議会事務局職員、
　　　識見監査委員等

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
本
年
度
は
久
万
高
原
町
議

会
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑶　

議
長
海
外
視
察
研
修
（
韓
国
）
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
及
び
フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー

ビ
ス
の
武
市
支
店
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

説
明
が
あ
っ
た
。

₅　

そ
の
他

　

⑴　

次
回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
第
2
回
全
員
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
開
催
時
期
を
正
副
会
長
に

一
任
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑵　

そ
の
他

　
　

・
町
議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て

₆　

閉　

会

あいさつをする三谷会長
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第
1
8
9
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、
高
知
県
当
番
に
よ
り
8
月

25
日（
金
）に
W
e
b
会
議
で
開
催
さ
れ
、

四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席

し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
高
知
県
の
筒
井
会
長
及

び
四
国
地
区
会
長
の
春
田
徳
島
県
会
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
規
約
の
規
定
に

よ
り
筒
井
高
知
県
会
長
が
議
長
と
な
り
、

「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
三
谷
愛
媛
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

議
長
全
国
大
会
に

「
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と「
四
国
の
新
幹
線
」を
要
望

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　

議　
　

事

1　

令
和
₅
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て

　
　

香
川
県
中
村
事
務
局
長
か
ら
、
開
催

要
綱
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
大
会
に
お

け
る
日
程
や
役
割
分
担
、
四
国
各
県
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
題
を
確
認
し
、
一
同
、

了
承
し
た
。

₂　

第
61
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
に
つ
い
て

　
　

徳
島
県
木
下
事
務
局
長
か
ら
資
料
に

基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
開
催
に
つ
い
て

は
、
徳
島
県
に
一
任
す
る
こ
と
で
決
定

し
た
。

₃　

第
67
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

提
出
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

の
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
　

徳
島
県
の
木
下
事
務
局
長
か
ら
、
資

料
に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結

果
、
原
案
（
別
掲
）
の
と
お
り
提
出
す

る
こ
と
で
決
定
し
た
。

₄　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
愛
媛
県
で
開
催
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

「四国８の字ネットワーク」並びに
「四国の新幹線の整備促進」等

高速交通ネットワークの整備促進に関する要望
　「四国₈の字ネットワーク」は、本州四国連絡高速道路と一体となって、
全国の高規格道路ネットワークを形成し、物流をはじめとする様々な経済
活動の生産性を高め、地域間の交流を促進するなど、四国地方の活性化を
図っていくうえで重要かつ根幹となる社会資本である。
　しかしながら、ミッシングリンクや暫定二車線区間が残り、高規格道路
ネットワークの機能が十分発揮されていない四国地方は、それぞれの地域
が持つ豊かな自然や多様な資源を活かしきることが困難であり、地域産業
の発展や観光振興に大きな影響を及ぼしている。
　これに加えて、近い将来発生すると予測される南海トラフ地震等の災害
時において、迅速な人命救助や緊急支援物資の輸送のためには「命の道」
となる「四国₈の字ネットワーク」の早期整備は急務である。
　今後、四国地方が地域の強みを生かし、地域連携によって自立し、災害
に強い国土を形成し、住民の安全・安心な暮らしを確保するためにも、早
期に「四国₈の字ネットワーク」のミッシングリンクを解消し、暫定二車
線区間の四車線化による安全性や信頼性を高めることは四国にとって喫
緊の課題である。
　また、現在、四国を除く全国に新幹線のネットワークが形成されており、
それぞれの地域の経済活性化はもとより交流の拡大や観光の振興に大き
く貢献している。
　しかしながら、四国における新幹線整備は基本計画に留まっており、他
地域に比べ大きく遅れを取っている。
　現在、国においては、新幹線などの高速交通ネットワークを整備し、地
域の活性化につなげていく「地方創生回廊」の実現に取り組んでおり、こ
のためには全国各エリアに新幹線が整備されることが不可欠である。
　特に四国の新幹線は、今後の四国の将来を見据えた地域づくりに必要不
可欠な交通インフラであり、西日本の広域交流圏形成、国土軸のリダンダ
ンシー確保による災害耐力の向上、国土全体の一段の有効活用にも大きく
寄与するものと考える。
　よって、下記の事項について強く要望する。

記
１　地域の活性化や生活利便性の向上、都市と地域の連携強化、さらには、
南海トラフ地震等の災害時の緊急輸送道路の確保や救急患者の搬送時
間の短縮などに大きく寄与する「四国₈の字ネットワーク」のミッシン
グリンクの早期解消及び暫定二車線区間の早期四車線化を図ること。

２　四国の新幹線の整備計画格上げに向けた法定調査を実施するため、令
和₆年度予算措置を講じるとともに、「地方創生回廊」の実現のため、新
幹線建設予算を大幅増額すること。
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総
合
事
務
組
合
だ
よ
り

　

令
和
5
年
第
2
回
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会
が
8
月
17
日
に
開

催
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
及
び
令
和
4
年
度
決
算
並
び
に
監
査
委
員
選
任
、

組
合
長
辞
任
の
同
意
な
ど
の
議
案
を
上
程
し
、
い
ず
れ
も
承
認
及
び
認
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
組
合
長
の
辞
任
に
伴
う
選
挙
を
追
加
議
事
と
し
、
組
合
長
に
河
野
忠
康
久

万
高
原
町
長
が
選
出
さ
れ
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
選
挙
で
は
、
議
長
に
三
谷
喜
好
砥
部
町
議
会
議
長
、
副
議
長
に
丸

山
稔
東
温
市
議
会
議
長
、
監
査
委
員
に
加
藤
章
東
温
市
長
が
選
出
さ
れ
た
。

令和４年度 消防補償事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）	 （単位：円）

款 本年度決算額項
１　負担金 286,918,608

１　負担金 286,918,608
２　消防基金支出金 254,372,390

１　消防基金支出金 254,372,390
３　財産収入 18,883

１　財産運用収入 18,883
４　繰入金 0

１　繰入金 0
５　繰越金 3,098,986

１　繰越金 3,098,986
６　諸収入 365

１　預金利子 245
２　雑入 120
歳　入　合　計 544,409,232

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 401,351

１　総務管理費 401,351
２　審査会費 0

２　事業費 523,531,140
１　事業費 523,531,140

３　諸支出金 18,277,189
１　諸支出金 18,277,189

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 542,209,680

（翌年度繰越金）
繰　	越			金 2,199,552

（基　金）
消防賞じゅつ金等基金積立金 185,794,000

令和４年度 退職手当事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）	 （単位：円）

款 本年度決算額項
１　負担金 4,344,034,753

１　負担金 4,344,034,753
２　財産収入 6,680,810

１　財産運用収入 6,680,810
３　繰入金 3,700,000,000

１　繰入金 3,700,000,000
４　繰越金 313,793,309

１　繰越金 313,793,309
５　諸収入 3,704

１　預金利子 3,704
２　雑入 0
歳　入　合　計 8,364,512,576

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 2,936,077

１　総務管理費 2,936,077
２　審査会費 0

２　事業費 3,888,112,082
１　事業費 3,888,112,082

３　公債費 0
１　公債費 0

４　諸支出金 3,931,547,188
１　諸支出金 3,931,547,188

５　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 7,822,595,347

（翌年度繰越金）
繰　	越			金 541,917,229

（基　金）
退職手当基金積立金 13,261,230,000

令和４年度 一般会計歳入歳出決算
（歳　入）	 （単位：円）

款 本年度決算額項
１　使用料 19,541,600

１　使用料 19,541,600
２　財産収入 15,582

１　財産運用収入 15,582
３　繰入金 54,983,791

１　繰入金 54,983,791
４　繰越金 2,760,437

１　繰越金 2,760,437
５　諸収入 42,921,925

１　預金利子 152
２　団体支出金 37,452,997
３　雑入 5,468,776
歳　入　合　計 120,223,335

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　議会費 90,506

１　議会費 90,506
２　総務費 97,573,002

１　総務管理費 87,697,605
２　監査委員費 11,780
３　会館管理費 9,863,617

３　諸支出金 21,000,000
１　基金積立金 21,000,000

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 118,663,508

（翌年度繰越金）
繰　	越			金 1,559,827

（基　金）
会館財政調整基金積立金 165,115,000

令和４年度 議員公務災害事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）	 （単位：円）

款 本年度決算額項
１　負担金 244,800

１　負担金 244,800
２　議員連合会支出金 0

１　議員連合会支出金 0
３　財産収入 86

１　財産運用収入 86
４　繰入金 0

１　繰入金 0
５　繰越金 361,660

１　繰越金 361,660
６　諸収入 2

１　預金利子 2
２　雑入 0
歳　入　合　計 606,548

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 19,080

１　総務管理費 19,080
２　認定委員会 0
３　審査会費 0

２　事業費 306,000
１　事業費 306,000

３　諸支出金 11,228
１　諸支出金 11,228

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 336,308

（翌年度繰越金）
繰　	越			金 270,240

（基　金）
議員公務災害補償基金積立金 4,353,000

令和４年度 交通災害事業特別会計歳入歳出決算
（歳　入）	 （単位：円）

款 本年度決算額項
１　掛金 15,528,300

１　掛金 15,528,300
２　財産収入 26,462

１　財産運用収入 26,462
３　繰入金 1,000,000

１　繰入金 1,000,000
４　繰越金 3,955,318

１　繰越金 3,955,318
５　諸収入 86

１　預金利子 86
２　雑入 0
歳　入　合　計 20,510,166

（歳　出）

款 本年度決算額項
１　総務費 1,178,159

１　総務管理費 1,178,159
２　審査会費 0

２　事業費 8,679,690
１　事業費 8,679,690

３　諸支出金 8,179,186
１　諸支出金 8,179,186

４　予備費 0
１　予備費 0
歳　出　合　計 18,037,035

（翌年度繰越金）
繰　	越			金 2,473,131

（基　金）
交通災害見舞金基金積立金 228,493,000
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京
都
府
・
熊
本
県
・
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
は
、
合
同
で
8
月
1
日（
火
）に
「
京

都
府
・
熊
本
県
・
愛
媛
県
町
議
会
事
務
局

長
等
特
別
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

各
県
町
議
会
事
務
局
及
び
議
長
会
か
ら

22
名
（
本
県
8
名
）
が
参
加
し
た
。
講
師

及
び
演
題
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

▼
演
題
及
び
講
師

　
「
地
方
制
度
調
査
会
答
申
と

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
」　

　
　

全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　

議
事
調
査
部
長

　
　
　
　
　
　
　

飯　

田　
　
　

厚　

氏

京
都
府・熊
本
県・愛
媛
県
町
議
会

事
務
局
長
等
特
別
研
修
会

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

 
令
和
５
年
度 

初
級
職
員
研
修
会
を
開
催

研　修　会

　

令
和
5
年
度
町
職
員
研
修
会
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
勤
続
2
～
3
年
の
職
員
を
対

象
と
し
た
初
級
職
員
研
修
会
を
8
月
22
日

（
火
）～
23
日（
水
）に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め

で
開
催
し
た
。

　

初
級
職
員
研
修
会
の
修
了
証
書
に
替
え

て
「
受
講
者
名
簿
」
を
掲
載
す
る
。

【
初
級
職
員
研
修
会
の
研
修
内
容
】

　

◦
地
方
公
務
員
制
度

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

主
幹　

渡
邉　

浩
樹　

氏

　

◦
地
方
自
治
制
度

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

係
長　

米
田　

祐
司　

氏

　

◦
地
域
お
こ
し

　
　
　

ミ
カ
タ
ス
イ
ッ
チ（
株
）

　
　
　
　
　
　

社
長　

納
堂　

邦
弘　

氏

　

◦
地
方
財
政
制
度

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

係
長　

近
藤　

恭
平　

氏

　

◦
ク
レ
ー
ム
応
対

　
　
　

テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本

　
　
　
　

育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

祁
答
院　

千
秋　

氏

　

◦
選
挙
制
度

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

係
長　

中
田　

教
夫　

氏

　

研
修
会
受
講
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

令
和
5
年
度「
初
級
職
員
研
修
会
」
受
講
者
名
簿

 

町　

名　
　

 

課　

名　
　
　
　
　

 

氏　

名

久
万
高
原
町　

総
務
課	

　
　

柏
原　

清
楓

　

 

〃 　
　

総
務
課	

　
　
　

二
宮　
　

陵

　

 

〃 　
　

総
務
課	

　
　
　
　

清
水　
　

瞭

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

水
代　

達
也

　

 

〃 　
　

環
境
整
備
課　
　

	

山
岡　

尚
弥

　

 

〃 　
　

ふ
る
さ
と
創
生
課　

	

本
田
李
璃
子

松
前
町　

財
政
課　
　
　
　

	

宮
藤　

悠
良

　

 

〃 　
　

町
民
課　
　
　
　

	

鎌
田
あ
ゆ
み

　

 

〃 　
　

ま
ち
づ
く
り
課　

	

宮
内　

健
志

砥
部
町　

戸
籍
税
務
課　
　
　

	

中
越　

瑞
季

　

 

〃 　
　

戸
籍
税
務
課　
　

	

坂
本
真
奈
実

　

 

〃 　
　

企
画
政
策
課　
　

	

上
西
日
奈
子

　

 

〃 　
　

介
護
福
祉
課　
　
　

	
青
木　

早
絵

　

 

〃 　
　

総
務
課　
　
　
　
　

	
宮
田　

真
優

　

 

〃 　
　

生
活
環
境
課　
　
　

	

小
松　
　

望

　

 

〃 　
　

農
林
課　
　
　
　
　

	

篠
﨑　

翔
一

　

 

〃 　
　

上
下
水
道
課　
　
　

	

和
田　

時
遠

内
子
町　

総
務
課　
　
　
　
　

	

酒
井　

成
美

　

 

〃 　
　

総
務
課　
　
　
　
　

	

中
村　

花
楓

　

 

〃 　
　

税
務
課　
　
　
　
　

	

稲
瀬　

清
美

　

 

〃 　
　

環
境
政
策
室　
　
　

	

山
田　

琉
聖

　

 

〃 　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

	

尾
上　

杏
奈

　

 

〃 　
　

町
並
・
地
域
振
興
課　

玉
井　

映
地

　

 

〃 　
　

住
民
課　
　
　
　
　

	

唐
津　

京
子

　

 

〃 　
　

内
子
幼
稚
園　
　
　

	

稲
田　
　

悠

　

 

〃 　
　

内
子
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

森
本　

大
樹

内
子
町　

内
子
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

加
藤
実
乃
里

　

 

〃 　
　

上
下
水
道
対
策
班　

	

筒
井　

大
稀

　

 

〃 　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

	

竹
田　

隆
真

伊
方
町　

総
務
課　
　
　

	

山
尾　

真
大

　

  

〃  　

町
民
課　
　

	

向　
　

茜
音

　

  

〃  　

町
民
課　
　
　
　

	

阿
部　

竜
也

　

  

〃  　

保
健
福
祉
課　
　

	

根
來　

愛
佳

　

  

〃  　

農
林
水
産
課　
　

	

増
川　

湧
介

　

  

〃  　

農
林
水
産
課　
　

	

内
山　

豊
彰

伊
方
町　

観
光
商
工
課　
　

	

井
上　

美
紀

　

  

〃  　

教
育
委
員
会
事
務
局	

堀
田
有
希
也

松
野
町　

総
務
課　
　
　
　

	

平
井
梨
奈
子

　

 

〃 　
　

建
設
環
境
課　
　

	

兵
頭　

穂
高

鬼
北
町　

総
務
財
政
課　
　

	

中
村　

亮
太

　

 

〃 　
　

危
機
管
理
課　
　

	

宮
崎　

将
大

　

 

〃 　
　

町
民
生
活
課　
　

	

清
家　

克
也

愛
南
町　

総
務
課　
　
　
　

	

岡
原　

里
津

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

吉
村　

那
智

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

杉
本　

萌
海
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８
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
京
都
府
・
熊
本
県
・
愛
媛
県
町

村
議
会
事
務
局
長
等
特
別
研
修
会
（
合

同
で
研
修
会
）

▽
3
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

5
年
度
第
1
回
全
員
協
議
会

▽
4
日
＝
令
和
5
年
度
第
1
回
町
議
会
議

員
研
修
会

▽
7
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
令

和
4
年
度
会
計
監
査

▽
15
日
＝
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式

▽
17
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
組

合
議
会

▽
22
日
＝
令
和
5
年
度
初
級
職
員
研
修
会

（
23
日
ま
で
）

▽
24
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
5
年
度
第

3
回
全
員
連
絡
会

▽
25
日
＝
第
1
8
9
回
四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
会
長
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）、
第

76
回
全
国
植
樹
祭
愛
媛
県
実
行
委
員
会

設
立
総
会

▽
28
日
＝
北
方
領
土
返
還
要
求
愛
媛
県
民

会
議
令
和
5
年
度
第
47
回
定
期
総
会

▽
29
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
令
和
5

年
度
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

▽
30
日
＝（
一
社
）愛
媛
県
農
業
会
議
8
月

定
例
常
設
審
議
委
員
会

▽
31
日
＝
町
長
海
外
地
方
行
政
調
査
（
9

月
2
日
ま
で
）

　　
　

愚
か
な
人
間
狂
乱

　

8
月
は
、
暦
で
「
立
秋
」
の
文
字
が
、
特

に
空
々
し
く
感
じ
た
。

　

毎
年
、気
温
上
昇
の
地
球
、人
間
の
体
温

を
超
す
連
続
猛
暑
の
こ
の
夏
、
世
界
の
平

均
気
温
が
遂
に
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
地

球
温
暖
化
の
対
応
が
急
が
れ
る
今
日
、『
地

球
は
温
暖
化
で
は
な
い「
地
球
沸
騰
化
」で

あ
る
。』国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
の
言

葉
を
世
界
で
ど
の
く
ら
い
の
人
々
が
、
自

然
界
と
地
球
の
危
機
を
感
じ
、
深
か
ら
意

識
し
た
で
あ
ろ
う
か
…
つ
け
は
必
ず
来
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ

れ
た
日
本
列
島
。
4
年
ぶ
り
に
各
地
で
夏

の
賑
や
か
な
催
し
が
戻
っ
て
き
た
。
昔
は
、

ほ
と
ん
ど
が
当
時
の
圧
制
の
は
け
口
と
も

な
り
、
多
く
の
民
の
熱
気
の
行
事
“
夏
祭

り
、
盆
踊
り
”
や
今
風
の
ア
ニ
メ
に
絡
ん

だ
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
次
々
と
開
か
れ
た
。

　

雑
踏
の
整
理
、
混
乱
防
止
も
あ
ろ
う
が
、

今
で
は
、
花
火
大
会
や
「
踊
り
」
な
ど
の
観

覧
席
が
一
部
有
料
化
。
し
か
も
高
額
な
有

料
席
が
満
席
と
か
、
た
だ
た
だ
普
通
に
「
平

和
」
を
感
じ
る
世
相
そ
の
ま
ま
で
あ
る
…
。

　

さ
て
、
現
今
の
「
平
和
」
を
謳
歌
す
る

前
に
、
8
月
は
先
の
大
戦
で
散
華
し
た
若

者
、
死
線
を
さ
迷
っ
た
何
百
万
の
人
々
の

悲
惨
・
惨
劇
を
思
い
返
す
月
で
も
あ
る
。現

代
で
は
、
大
方
の
人
が
戦
後
生
ま
れ
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
現
実
に
あ
っ
た
事
象
を
決

し
て
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
敗

戦
が
既
に
明
ら
か
な
中
で
、
78
年
前
の
8

月
6
日
は
広
島
に
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
、
9
日

に
は
長
崎
に
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
が
ア
メ
リ
カ

軍
に
よ
っ
て
投
下
さ
れ
た
「
原
爆
の
日
・

被
爆
の
日
」
で
あ
る
。
15
日
は
、
終
戦
記

念
日
。「
戦
争
」を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の

大
事
な
こ
と
は
、
命
の
尊
さ
と
と
も
に
当

時
な
ぜ
我
が
国
が
戦
に
入
っ
た
の
か
、
そ

の
経
緯
、
歴
史
を
現
代
の
日
本
人
と
し
て

確
り
正
し
く
知
る
べ
き
で
も
あ
る
。

　

近
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
大
戦
が
第
一
次
、

第
二
次
と
続
き
、人
々
は「
戦
争
の
愚
か
さ
」

を
経
験
し
た
は
ず
の
今
日
、地
域
紛
争
は
勿

論
で
あ
る
が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
戦
争
は
1

年
半
、
終
わ
り
の
糸
口
さ
え
見
え
ず
破
壊
、

悲
劇
が
進
行
中
に
あ
る
。黒
を
白
と
言
い
張

る
指
導
者
は
、
戦
争
終
結
の
た
め
、
暴
力
の

行
使
は
極
限
ま
で
拡
大
す
る
の
み
と「
核
」

を
使
う
意
志
を
ち
ら
つ
か
せ
、「
第
二
次
世

界
大
戦
の
終
わ
ら
せ
方
を
非
常
に
参
考
に

し
て
い
る
」
と
の
こ
と
…
。

　

始
ま
り
が
し
易
い
戦
争
の
終
結
は
、「
経

済
」
や
「
Ｉ
Ｑ
」「
情
報
」
に
あ
ら
ず
、
自

我
欲
に
捉
わ
れ
な
い「
リ
ー
ダ
ー
」の
単
純

に
優
し
い「
人
間
性
」に
あ
る
よ
う
な
気
が

す
る
が
…
。

　

良
識
あ
る
世
界
の
人
々
の
不
安
は
、
限

ら
れ
た
人
間
が
起
す
「
愚
か
な
人
間
の
狂

乱
」
を
前
に
一
時
た
り
と
も
目
が
離
せ
な

い
、
酷
暑
の
8
月
で
あ
っ
た
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
戦
争
が
悪
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
限
り
、

戦
争
は
い
つ
ま
で
も
そ
の
魅
力
を
持
つ

だ
ろ
う
。
戦
争
が
野
蛮
も
の
と
考
え
ら

れ
る
時
、
そ
れ
は
人
気
を
持
た
な
く
な

る
だ
ろ
う
。」

　
　
　
（
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド

�

　

英
国
の
詩
人
）
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